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理
事
会
・
臨
時
総
会
開
く

全
　木
　連

全
木
協
連

役
員
補
充
な
ど
承
認
決
定

全
木
連
理
事
会
・
臨
時
総
会

全
木
協
連
理
事
会
・
臨
時
総
会

一
面
　
全
木
連
・
全
木
協
連
理
事
会
・

　
　
　
総
会
を
開
き
役
員
補
充
な
ど
所

　
　
　
定
の
議
案
を
承
認
決
定

二
面
　
倉
地
製
材
所
が
日
本
農
林
漁
業

　
　
　
振
興
会
長
賞
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

四
面
　
会
議
日
程
、
景
況
調
査

　
全
木
連
の
会
議
は
午
後
一
時
過
ぎ
か

ら
開
始
。
冒
頭
、
こ
の
秋
の
叙
勲
・
褒

章
受
章
者
を
事
務
局
よ
り
紹
介
し
、
出

席
者
全
員
の
拍
手
で
祝
福
し
た
。

　
次
い
で
、
並
木
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
先
に
開
催
の
木
材
産
業
振
興
大
会
は
、

東
京
の
地
で
六
百
名
に
及
ぶ
会
員
、
関

係
者
の
参
加
を
得
て
開
催
で
き
た
。
関

係
者
の
努
力
に
感
謝
。
わ
が
国
の
経
済

は
、
出
口
が
見
え
な
い
と
い
う
の
が
実

情
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
住
宅
着
工
動

向
は
か
つ
て
な
い
低
水
準
で
推
移
し
、

木
材
需
要
の
大
幅
な
減
少
な
ど
に
よ
り

木
材
産
業
は
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
国

の
二
次
補
正
の
動
向
も
あ
る
が
、
一
日

も
早
い
景
気
対
策
措
置
を
講
じ
て
い
た

だ
き
、
業
界
の
景
況
改
善
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
望
む
。
業
界
と
し
て
は
、
今
は

何
を
さ
し
お
い
て
も
木
材
需
要
の
維
持

拡
大
の
取
組
み
が
最
優
先
の
緊
急
課
題

で
あ
る
。
製
品
の
低
コ
ス
ト
化
、
品
質

性
能
の
明
確
化
な
ど
着
実
に
進
め
つ
つ
、

ユ
ー
ザ
ー
、
建
築
関
係
者
と
連
携
を
深

め
た
木
材
利
用
の
取
組
み
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
政
府
は
温
室
効
果

ガ
ス
の
二
十
五
％
削
減
を
表
明
し
て
い

る
。
木
材
利
用
促
進
の
た
め
の
思
い
切

っ
た
施
策
が
実
現
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
る
。」と
強
調
し
た
。

　
そ
の
後
、
並
木
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
が
進
め
ら
れ
、
最
初
に
総
会
事
項

を
審
議
し
た
。

　
ま
ず
、
役
員
補
充
は
、
本
年
五
月
の

総
会
以
降
、
各
会
団
の
役
員
異
動
に
伴

う
も
の
で
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
前
任
者
・
所

属
）

　
▼
理
事
＝
沖
田
純
夫
（
安
部
政
昭
・

山
形
）、多
田
博
義
（
諏
方
富
作
・
新
潟
）、

岡
本
伸
三
（
久
保
新
六
・
福
井
）、榎
本

長
治
（
中
谷
弘
・
和
歌
山
）、内
田
幹
雄

（
新
貝
淳
親
・
大
分
）、柴
立
鉄
彦
（
佐

々
木
幸
久
・
鹿
児
島
）、櫻
井
秀
弥
（
齋

藤
陸
郎
・
プ
レ
カ
ッ
ト
）。

　
次
い
で
、
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予

算
に
つ
い
て
事
務
局
説
明
を
受
け
て
原

　
全
木
協
連
の
会
議
は
、
全
木
連
に
引

き
続
き
、
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
開
始

し
た
。

　
ま
ず
、
吉
条
会
長
が
挨
拶
。「
世
界
的

金
融
危
機
及
び
内
外
同
時
不
況
の
中
、

わ
が
国
の
景
気
も
依
然
と
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
住
宅
着
工
も
連
続
で
前
年
同

月
比
を
下
回
り
、
需
要
は
引
き
続
き
低

調
で
あ
る
。
今
後
の
景
気
全
体
に
つ
い

て
も
内
需
は
依
然
と
弱
く
、
景
気
対
策

の
効
果
が
薄
ま
れ
ば
再
び
落
ち
込
む
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
。
政
府
に
は
、
こ
う

し
た
苦
境
か
ら
一
日
も
早
く
脱
却
で
き

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
経
済
対
策
の
実
現

を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
環
境
の
下
で
最

も
重
要
な
こ
と
は
、
需
要
の
喚
起
で
あ

る
。
地
球
と
地
域
を
守
り
、
快
適
で
健

案
ど
お
り
承
認
決
定
し
た
。

　
理
事
会
事
項
で
は
、
旧
検
査
部
会
計

資
産
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
承
認
決
定
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
以
下
の
七
項
目
の
報
告

を
行
い
、
会
議
を
終
了
し
た
。

　
①
平
成
二
十
一
年
度
林
野
庁
補
正
予

算
②
平
成
二
十
二
年
度
林
野
庁
予
算
概

算
要
求
③
平
成
二
十
二
年
度
税
制
改
正

要
望
④
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
関
す
る

日
本
建
築
学
会
の
動
き
⑤
各
種
事
業
の

実
行
状
況
等
⑥
次
期
全
国
木
材
産
業
振

興
大
会
の
開
催
⑦
平
成
二
十
二
年
全
国

会
議
等
の
日
程
に
つ
い
て
。

三
面
　
追
加
経
済
対
策
決
定
　
農
林
水

　
　
　
産
省
木
材
利
用
推
進
計
画
を
公

　
　
　
表

　
全
木
連
、
全
木
協
連
は
、
十
一
月
十
九
日
、
東
京

の
「
メ
ル
パ
ル
ク
東
京
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
会
、

臨
時
総
会
を
開
き
、
多
数
の
出
席
を
え
て
、
熱
心
な

討
議
の
う
え
、
役
員
補
充
、
平
成
二
十
一
年
度
補
正

予
算
な
ど
の
所
定
の
議
案
を
す
べ
て
承
認
・
決
定
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
政
府
予
算
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
応
な
ど
活

動
状
況
を
報
告
し
た
。
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康
に
や
さ
し
い
木
材
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

つ
つ
、
実
際
の
木
材
需
要
に
結
び
つ
け

る
具
体
的
な
行
動
と
対
策
が
必
要
。
皆

様
方
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
。
ご
支
援
ご
協
力
を
。
全
木
協

連
の
上
期
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
助

事
業
の
利
子
助
成
事
業
や
リ
ー
ス
助
成

事
業
が
業
況
を
反
映
し
て
利
用
が
十
分

進
ん
で
な
い
が
、
活
用
方
を
願
い
た
い
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」と
述

べ
た
。

　
そ
の
後
、
吉
条
会
長
が
議
長
と
な
り
、

議
事
を
進
行
し
た
。

　
ま
ず
、
総
会
事
項
と
し
て
、
役
員
補

充
で
は
、
五
月
の
総
会
以
降
の
会
員
団

体
の
役
員
異
動
に
伴
い
、
次
の
と
お
り

決
定
し
た
。（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
前

任
者
・
所
属
）。

　
▼
理
事
＝
沖
田
純
夫
（
安
部
政
昭
・

山
形
）、多
田
博
義
（
諏
方
富
作
・
新
潟
）、

岡
本
伸
三
（
久
保
新
六
・
福
井
）、榎
本

長
治
（
中
谷
弘
・
和
歌
山
）
、
篠
原
憲

（
文
野
隆
・
島
根
）、大
林
正
二
（
今
井
昭

夫
・
山
口
）、内
田
幹
雄
（
新
貝
淳
親
・
大

分
）

　
次
い
で
、
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予

算
を
事
務
局
の
報
告
を
受
け
て
承
認
決

定
し
た
。

　
理
事
会
事
項
で
は
、
①
資
産
（
有
価

証
券
等
）
の
取
り
扱
い
②
木
材
産
業
高

度
化
促
進
事
業
等
（
利
子
助
成
事
業
）

の
事
業
終
了
に
伴
う
措
置
③
平
成
二
十

一
年
度
中
間
事
業
報
告
に
つ
い
て
審
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
承
認
決

定
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
①
中
型
グ
ル
ー
プ
共
済

保
険
加
入
促
進
②
全
木
協
連
関
連
事
業

の
効
果
的
活
用
③
次
期
全
国
木
材
産
業

振
興
大
会
の
開
催
④
平
成
二
十
二
年
全

国
会
議
日
程
に
つ
い
て
報
告
し
、
会
議

を
終
了
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
認
定
・
全
木
検

　
　　　関
す
る
濃
度
等
規
準
・
同
解
説
」
　（　）案

「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
よ
る
室
内
空
気
汚
染
に

　
さ
ら
に
は
、
極
め
て
曖
昧
な
表
現
と

し
て「
天
然
木
材
」の
用
語
が
使
用
さ
れ

て
お
り
、「
規
準
」
と
し
て
考
慮
す
べ
き

対
象
物
す
ら
明
確
で
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
疫
学
的
デ
ー
タ
、

各
種
建
材
の
放
散
デ
ー
タ
、
時
間
軸
を

含
め
た
デ
ー
タ
全
て
が
不
十
分
な
段
階

で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
段
階

で「
規
準
」と
し
て
出
さ
れ
る
の
は
極
め

て
遺
憾
で
あ
り
、
従
っ
て
、「
規
準
案
」

は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

　
二
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す
る
低

炭
素
化
社
会
の
実
現
は
、
我
が
国
の
優

先
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
低
炭

素
化
社
会
の
実
現
に
資
す
る
環
境
貢
献

資
材
＝
木
材
を
今
後
、
積
極
的
に
使
用

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な

最
中
、
根
拠
が
不
十
分
か
つ
不
明
確
な

表
現
の
多
い
規
準
案
が
出
さ
れ
、
こ
の

影
響
に
よ
り
、
木
造
建
築
物
、
内
装
材

等
に
木
材
が
使
い
に
く
く
な
る
よ
う
な

事
態
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
り
、
到
底
納

得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。「
規
準
案
」

は
即
刻
、
撤
回
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
平
成
二
年
九
月
二
十
八
日
）

　
平
成
二
十
一
年
度
の
第
四
十
八
回
農

林
水
産
祭
林
産
部
門
で
、
岐
阜
県
下
呂

市
の
有
限
会
社
倉
地
製
材
所
（
代
表
・

倉
地
貞
之
）
が
日
本
農
林
漁
業
振
興
会

会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
社
が
、
全
木
連
等
が
主

催
し
た
平
成
二
十
年
度
の
第
三
十
六
回

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
に
お

い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
そ

の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

　
表
彰
は
、
十
一
月
二
十
三
日
に
明
治

神
宮
会
館
の
式
典
で
関
係
者
多
数
出
席

の
中
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
受
賞
理
由
の
中
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

と
し
て
の
優
れ
た
品
質
、
多
様
な
製
材

製
品
の
供
給
、
工
場
残
材
の
有
効
活
用

が
受
賞
者
の
特
色
と
さ
れ
て
い
る
。

▼
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
一
日
付

㈲
中
島
材
木
店
製
材
工
場（
山
口
県
長
門

市
）＝
全
数
検
査
・
構
造
用
製
材
、
造
作

用
製
材
、
下
地
用
製
材

▼
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
八
日
付

友
信
建
材
㈱
事
業
部
（
広
島
県
福
山
市
）

＝
全
数
検
査
・
下
地
用
製
材

　
　倉
地
製
材
所
（
岐
阜
県
）
が

　
　
　日
本
農
林
漁
業
振
興
会
長
賞

　
日
本
建
築
学
会
の
委
員
会
で
、
室
内

空
気
汚
染
対
策
と
し
て
、
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
を
発
生
す
る
内
装
材
な
ど
に
対

し
規
準
を
求
め
る
動
き
に
対
し
て
、
全

木
連
は
規
準
の
撤
回
を
求
め
、
見
解
を

提
出
し
、
今
後
も
適
時
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
見
解
は
、
次
の
と
お
り
。

　
一
、
室
内
に
お
け
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
の
放
散
の
発
生
源
は
多
様
に
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
木
材
の
み
を
発
生

源
と
し
て
特
定
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る

が
、
木
材
か
ら
ど
の
程
度
出
る
の
か
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。（
我
々
は
、
木

材
か
ら
放
散
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
極

め
て
微
量
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
自
然
界

で
は
人
間
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
生
物
か

ら
一
般
的
に
発
生
す
る
物
質
で
あ
る
が
、

日
本
人
の
文
化
と
し
て
、
木
材
を
素
材

と
し
た
木
造
建
築
物
は
こ
れ
ま
で
の
長

い
歴
史
の
中
で
何
ら
の
問
題
も
な
く
使

用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
）

　
ま
た
、
時
間
軸
を
含
め
て
ど
れ
く
ら

い
の
放
散
が
許
容
さ
れ
る
の
か
な
ど
の

点
も
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
に
対
す
る
全
木
連
の
見
解
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　追
加
経
済
対
策
を
閣
議
決
定

　
中
小
企
業
の
金
融
円
滑
化
法
施
行

　
　
資
金
繰
り
対
策石」

の
二
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、
経
済

対
策
は
、「
雇
用
」、「
環
境
」、「
景
気
」
の

三
本
柱
と
「
生
活
の
安
心
確
保
」、「
地
方

支
援
」、「
国
民
潜
在
力
の
発
揮
」
な
ど
に

重
点
を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

木
材
の
関
連
で
は
、
環
境
関
係
で
住
宅

版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
創
設
、
森
林

・
林
業
再
生
の
加
速
、
景
気
関
連
で
中

小
企
業
向
け
金
融
対
策
、
住
宅
投
資
等

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
十
二
月
四
日
、「
中
小
企
業
者

等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

二
十
三
年
三
月
ま
で
の
時
限
措
置
）
が

施
行
し
た
。
同
法
の
概
要
は
、
金
融
機

関
の
努
力
義
務
と
し
て
、「
中
小
企
業
者

又
は
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
手
か
ら
申
込

み
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
、

貸
付
条
件
の
変
更
等
の
適
切
な
措
置
を

と
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、
金
融
機
関
は
、

申
込
み
又
は
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

他
の
金
融
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
、
で
き
る
限
り
、
貸
付
条
件
の
変
更

等
の
適
切
な
措
置
等
を
と
る
よ
う
努
め

る
。」と
し
て
お
り
、
更
な
る
支
援
措
置

と
し
て
、
政
府
は
、
中
小
企
業
者
に
対

す
る
信
用
保
証
制
度
の
充
実
等
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
と
し
て

い
る
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
金
融
庁
は
、
金

融
機
関
か
ら
の
不
適
切
な
謝
絶
の
場
合

に
限
ら
ず
、
金
融
円
滑
化
に
関
す
る
意

見
を
含
め
て
、
積
極
的
に
金
融
庁
の
情

報
受
付
窓
口
で
あ
る
「
大
臣
目
安
箱
」、

「
金
融
円
滑
化
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
又
は

「
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談
室
」
に

寄
せ
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
は
、
中

小
・
小
規
模
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援

す
る
た
め
、
十
二
月
十
五
日
、
条
件
変

更
対
応
保
証
制
度
を
開
始
さ
せ
、
こ
れ

ま
で
公
的
金
融
取
引
の
な
い
方
で
も
、

信
用
保
証
協
会
に
よ
る
返
済
負
担
軽
減

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　
概
要
は
次
の
通
り
、

　
政
府
は
平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日

の
閣
議
で
、
平
成
二
十
一
年
度
第
二
次

補
正
予
算
に
盛
り
込
む
総
額
七
・
二
兆
円
、

事
業
規
模
で
二
四
兆
四
千
億
円
の
「
明

日
の
安
心
と
成
長
の
た
め
の
緊
急
経
済

対
策
」
を
決
定
し
た
。
関
連
経
費
は
、

二
十
一
年
度
第
二
次
補
正
予
算
案
と
し

て
、
年
明
け
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る

模
様
。

　
当
該
対
策
は
、
現
下
経
済
情
勢
へ
の

「
緊
急
対
応
」
と
「
成
長
戦
略
へ
の
布

　
保
証
割
合
４
０
％

（１）　
保
証
期
間
　
延
長
含
め
、
最
長
３
年

（２）　
保
証
料
２
・
２
０
％

（３）　
保
証
限
度
額
２
億
８
０
０
０
万
円

（４）（
８
０
０
０
万
円
超
の
無
担
保
保
証
も

相
談
可
）

　
利
用
に
際
し
て
は
、
金
融
機
関
と
と

（５）も
に
、
経
営
改
善
計
画
・
返
済
計
画
を

立
て
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
本
制
度
は
、
原
則
と
し
て
、

公
的
金
融
を
現
在
利
用
し
て
い
な
い
中

小
企
業
者
が
対
象
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
で
利
用
で
き
る
の
か
、
他

の
制
度
は
利
用
で
き
な
い
の
か
等
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
、
保
証
協
会
や
経
済
産

業
局
・
中
小
企
業
庁
に
問
い
合
わ
せ
ら

れ
た
い
。

農
林
水
産
省
木
材
利
用
推
進
計
画
を
公
表

　
農
林
水
産
省
は
、
平
成
二
十
一
年
十

二
月
十
日
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
資

源
循
環
型
社
会
の
形
成
等
に
資
す
る
観

点
か
ら
、
農
林
水
産
省
を
挙
げ
て
公
共

土
木
工
事
や
補
助
事
業
対
象
施
設
等
に

お
け
る
木
材
利
用
の
推
進
や
コ
ピ
ー
用

紙
等
木
製
品
の
導
入
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
を
政
府
全
体
の

取
組
に
広
げ
、
さ
ら
に
は
、
地
方
公
共

団
体
や
民
間
企
業
、
消
費
者
ま
で
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
「
農
林

水
産
省
木
材
利
用
推
進
計
画
」
を
策
定

し
た
こ
と
を
公
表
し
た
。
　

　
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

１
　
趣
旨

　
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
資
源
循
環
社

会
の
形
成
等
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
農

林
水
産
省
を
挙
げ
て
木
材
利
用
の
推
進

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
政
府
全
体
の

取
組
に
広
げ
、
さ
ら
に
は
、
地
方
公
共

団
体
や
民
間
企
業
、
消
費
者
ま
で
に
浸

透
さ
せ
る
。

２
　
公
共
土
木
工
事

　
①
柵
工
（
安
全
柵
、
手
す
り
等
）
と

と
も
に
、
残
存
型
枠
（
残
置
式
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
型
枠
）、標
識
工
（
場
所
等
の

案
内
板
）、視
線
誘
導
標
等
に
つ
い
て
、

「
木
製
割
合
１
０
０
％
」
を
目
標
と
す

る
。

　
②
木
製
割
合
を
１
０
０
％
に
で
き
な

い
土
留
工
、
筋
工
、
伏
工
、
防
風
柵
等

に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
事
業
と
と
も
に
、

農
村
振
興
局
、
生
産
局
及
び
水
産
庁
の

事
業
に
つ
い
て
「
基
準
年
に
対
す
る
木

材
利
用
量
の
増
加
（
一
・
五
倍
）」を
目
標

と
す
る
。

　
③
設
計
図
書
に
木
造
・
木
質
化
で
建

設
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

３
　
補
助
事
業
対
象
施
設
、
庁
舎
の
営

繕
等

　
①
年
度
ご
と
に
整
備
さ
れ
た
補
助
事

業
対
象
施
設
、
庁
舎
に
つ
い
て
、
木
造

化
と
と
も
に
内
装
の
木
質
化
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、
数
値
目
標
（
内
装
の
木

質
化
率
１
０
０
％
）
を
設
定
す
る
。

　
②
補
助
事
業
に
係
る
要
綱
・
要
領
、

営
繕
等
に
係
る
仕
様
書
に
木
造
・
木
質

化
で
建
設
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

４
　
木
製
品
の
導
入

　
①
カ
ー
ト
カ
ン
、
事
務
机
と
と
も
に

コ
ピ
ー
用
紙
に
つ
い
て
、
数
値
目
標

（
間
伐
材
等
を
使
用
し
た
も
の
１
０
０

％
）
を
設
定
す
る
。

　
②
書
棚
、
名
刺
用
紙
、
フ
ラ
ッ
ト
フ

ァ
イ
ル
、
チ
ュ
ー
ブ
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い

て
も
、
数
値
目
標
（
間
伐
材
等
を
使
用

し
た
も
の
１
０
０
％
）
を
設
定
す
る
。

５
　
公
表

　
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
公
表
す

る
際
、
併
せ
て
目
標
を
達
成
で
き
な
か

っ
た
施
設
等
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
も

公
表
。

６
　民
間
企
業
等
へ
の
普
及
推
進

　
木
材
利
用
推
進
に
つ
い
て
、
関
係
省

庁
や
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
等
へ

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
う
。

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/

press/riyou/091210.htm
l

　
　
　
　
　
　
　
◇

　
農
林
水
産
省
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
一
九
九
〇
年
比
二

十
五
％
削
減
と
い
う
地
球
温
暖
化
対
策

の
中
期
目
標
の
達
成
に
向
け
、
農
林
水

産
省
地
球
温
暖
化
対
策
本
部
を
設
置（
平

成
二
十
一
年
十
月
）
し
、
農
林
水
産
分

野
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
木
材
利
用
の
推
進
は
、
ま
さ
に
、
そ

の
目
的
と
同
意
義
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
本
部
の
下
に
木
材
利
用
推
進
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
全
面
的
に
対
応
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
さ
れ
た
い
。
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

保ち合い

保ち合い

平成21年12月25日（金曜日） （第621号）（第三種郵便物認可）

21年11月分集計表
モニター数108　　回答数65　　回収率60％

モニター数117　　回答数76　　回収率65％

増加28％（18）
増加22％（14）
上昇　5％（　3）
上昇　5％（　3）

増加26％（17）

上昇　0％（　0）
上昇　3％（　2）

強　含　み
　9％（　5）
　6％（　3）
　5％（　3）
　3％（　2）
　4％（　2）

増　　加
17％（11）

75％（42）
90％（47）
82％（45）
75％（43）
72％（39）

変わらず
78％（49）

減少29％（19）
減少25％（16）
下降　6％（　4）
下降10％（　6）

減少28％（18）
減少29％（18）
下降　5％（　3）
下降10％（　6）

弱　含　み
16％（　9）
　4％（　2）
13％（　7）
22％（13）
24％（13）

減　　少
　5％（　3）

変わらず43％（28）
変わらず53％（33）
変わらず89％（56）
変わらず85％（54）

変わらず46％（30）
変わらず55％（35）
変わらず95％（60）
変わらず87％（55）

変わらず49％（37）
変わらず44％（33）
変わらず83％（62）
変わらず74％（55）

変わらず38％（28）
変わらず50％（37）
変わらず82％（62）
変わらず81％（60）

増加31％（23）
増加28％（21）
上昇　5％（　4）
上昇18％（13）

増加17％（13）
増加17％（13）
上昇　7％（　5）
上昇14％（10）

強　含　み
　9％（　3）
10％（　3）
16％（　5）
11％（　7）

1ヵ月以内
85％（11）

74％（26）
90％（26）
65％（21）
56％（34）

1ヵ月
15％（　2）

減少20％（15）
減少28％（21）
下降12％（　9）
下降　8％（　6）

減少45％（34）
減少33％（25）
下降11％（　8）
下降　5％（　4）

弱　含　み
17％（　6）
　0％（　0）
19％（　6）
33％（20）

1ヵ月以上
　0％（　0）

会　　議　　名 場　　所時　間曜日月　日

木材・木製品製造業労働安全事務局会議

全木連、全木協連、全木政連、木退共

全木連、木退共　理事会・通常総会

全木協連　理事会・臨時総会

全木政連　常任委員会

全木連、全木協連、木退共

全木連、木退共　理事会・通常総会

全木協連　理事会・通常総会

木材産業を語る夕べ

全木検　理事会

全木検　通常総会

全木政連　正副会長会議

全木政連　通常総会

木材・木製品製造業労働安全事務局会議

全木連・全木協連合同常勤役員・

全木連・全木協連合同常勤役員・

全木連・全木協連・全木政連

全木連　理事会、臨時総会

全木協連　理事会、臨時総会

全木政連　常任委員会

木

全木連、全木協連合同常勤役員・

3月25日

5月12日

5月13日

11:00－12:00

13:00－17:00

11:00－12:00

13:00－15:00

13:00－14:00

9:00－17:00

11:00－12:00

13:00－15:00

　　　合同正副会長・支部長会議

　　　事務局長等会議

　　　合同正副会長・支部長会議

　　　事務局長等会議

　　　合同正副会長・支部長会議

　　　事務局長等会議

2月18日

7月28日

7月29日

10月14日

11月　　日

木

水

木

水

木

木

　

15:10－16:10

16:10－16:40

11:00－12:00

13:15－15:00

15:10－16:30

17:00－19:00

10:00－10:50

11:00－12:00

12:35－13:20

13:30－16:30

14:10－17:00

15:10－16:10

第45回　全国木材産業振興大会

場所は検討中

（日にちは
検討中）

メルパルク東京

メルパルク東京

アルカディア市ヶ谷

アルカディア市ヶ谷

アルカディア市ヶ谷

アルカディア市ヶ谷

札幌グランドホテル

平成22年　全国会議等の日程

増加16％（10）

16:10－16:40


